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1. 背景 

	 近年、国内外を問わず、多くの高等教育機関

で学習支援システム（LMS:	Learning	Management	

System）が導入されている。導入された LMS の種

別としては、アメリカ/カナダの高等教育機関で

は Blackboard、Moodle、Canvas が、日本の高等

教育機関では、Moodle、独自開発システム、	

Blackboard が広く使われていることが報告され

ている[1][2]。これらの LMS は、ソースコードを公

開したオープンソースソフトウェアか否かで区

分でき、代表的なオープンソースの LMS としては

Moodle や Canvas がある。一般にオープンソース

の LMS には、プロプライエタリな LMS と比較して、

安価でカスタマイズしやすいなどのメリットが

ある。その一方で、日本国内が中心となって開

発していない LMS では、日本語化の対応が不十分

であったり、日本の教育機関では利用しづらい

などのデメリットが見られることもある。また、

従来の学習支援システムの多くは、掲示板等の

一部の機能を除けば、学習者がシステム内で能

動的に行える活動が限定的なため、教授者が用

意した教材やテストを利用する受け身の学習に

なりがちな傾向が見られた。	

	

2. 研究目的 

	 前述の現状を踏まえて、著者らはこれまで日

本の教育機関での利用を想定しながら、学習者

が能動的に学習を進めることを支援する学習支

援システム LePo[3]を開発してきた。この開発で

は、1)直感的なユーザインターフェイスの実現、

2)学習者中心の支援、3)Web と親和性がある機能

の実装、の 3点を特に考慮してきた。本研究では、

より多くのフィーバックを得ることを目的に、

同システムをオープンソースソフトウェアとし

て公開する取り組みについて報告する。	

	

3. 主な機能 

	 LePoの持つ3つの代表的な機能について、以下

で概要を述べる。	

	

	

	

	

	

3.1. 学習目標の明示と達成度評価 

	 教育機関で能動的な学習を進める際には、学

習の目標を明示し、それらに対する自己評価/教

授者評価をスモールステップに行うことが望ま

しい。LePo では、登録する教材に学習目標と課

題を明示的に設定することとし	[4]	、教材に設定

した課題は、教材の学習目標とその配点に基づ

き、学習の達成度を定量的に評価するために用

いる。	

	 個々の授業では、学習目標、課題、達成度評

価の機能のみを用いて、LePo に教材を登録せず

に、学習の達成度を記録・評価することも可能

である。このように LePo には e ポートフォリオ

システムとしての側面もあることを踏まえ、

Learning	Portfolio から LePo と命名している。	

3.2. テキストアノテーション 

	 LePo には、利用者が教材の任意のページにテ

キストとハイパーリンクを保存できるテキスト

アノテーション機能として、「ふせん」機能を

持つ。このふせん機能には、記載者のみが閲覧

できる「個人ふせん」と、特定のコースの履修

者と教授者が共に閲覧できる「コースふせん」

がある。前者は個人的な学習の記録のため、後

者は学習者間での教え合いや、アノテーション

に対する学習者相互のフィードバックを実現す

るため、システムに実装している[5]。 

3.3. コンテンツキュレーション 

	 Web ページ上の情報はテキスト、画像、動画な

どの多様なメディアで、インターネット上に広

く分散している。これらの情報を収集し、特定

の視点で整理することで独自の文脈を持つ構成

物にする作業を、一般にコンテンツキュレーシ

ョンと呼んでいる。LePo ではコンテンツキュレ

ーションを、Web ページを活用した調べ学習に用

いることを想定し、1)引用元 URL 等のメタデータ

の記録、2)キュレーション成果物の学習者間で

の共有と相互評価、3)	 教授者によるキュレーシ

ョン成果物への教育的指導、の 3点を考慮して機

能実装した[6]	。Web上のコンテンツを学習支援シ

ステムに収集するためには、システムが提供す

る bookmarklet またはブラウザ拡張機能を予め利

用するブラウザに登録しておく。学習支援シス

テムの利用者が、任意の Web ページ内のテキスト

を選択した状態でこの bookmarklet/拡張機能を
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利用することで、その情報と関連するメタデー

タを LePo に収集する。収集した情報は、収集元

の Web ページへのハイパーリンクと共にシステム

内で表示するため、参照元における収集情報の

前後関係も容易に確認できる（図	1）。また、シ

ステムに収集したコンテンツを利用者自身のコ

ンテンツと共に構成し、キュレーション成果物

として「ストーリー」と呼ぶコンテンツパッケ

ージを構築することができ、これを研究論文執

筆時の下書きに用いるなどの実践評価を行って

きた[6]。	

	

4. 開発と運用 

4.1. 開発環境 

	LePo は主に Ruby	 on	 Rails	 5[7]を用いて開発し

た Web アプリケーションである。Web ページ内の

情報の更新は全てAjax通信を用いたSPA（Single	

Page	Application）であり、これによりページ内

の情報の更新を速やかに行っている。	

	 LePoのデザインにはBootstrapフレームワーク
[8]と font-awesome アイコン[9]を採用している。

前者によりスマートフォン等の小さな画面サイ

ズにも適応したレスポンシブデザインを、また

後者により拡大表示しても画質が劣化しないベ

クトル型のアイコンデザインを実現している。	

	 現在、LePo を Progressive	Web	Application に

する開発を進めているため、一部の機能の提供

には、ServiceWorkers[10]を用いている。	

4.2. 運用環境 

	 現在、LePo の運用環境として、Web サーバに

nginx、Rails サーバに Unicorn、データベースに

MySQL を用いて実践評価をしている。なお、利用

者が登録した機器に Push 通知を送信する機能を

用いる際には[11]、別途、FCM（Firebase	 Cloud	

Messaging）[12]を利用する必要がある。	

4.3. 開発状況 

	 LePo はまだ開発中でありβ版の位置づけだが、

既に著者らが担当する大学生を対象とする複数

の授業を通して実践評価を行っている。オープ

ンソース化については、2017 年 3 月までには、

GitHub で公開する予定である。	

	

5. まとめ 

	本研究では、主に日本の教育機関での利用を想

定し、能動的な学習を支援する学習支援システ

ム LePo を開発してきた。同 LMS には、コンテン

ツキュレーション機能など、従来の LMS にはない

機能を実装している。この LMS をより効果的なも

のにするため、2017 年春にオープンソースソフ

トとして広く公開する予定である。	
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図 1 学習者が作成したストーリーの一例（抜粋） 
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